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畜産を基幹作目とする津山市・川上町 

本年度の農業構造改善事業 
昭和 36 年度よりはじまった農業構造改善事業は、

すでに34ヵ市町村の計画地域が指定を受けています。

このうち別表の市町村が新に本年度の事業実施地域

として出発することになり、本年７月地方農政局と

の本協議を終了しましたので、その概況をお知らせ

します。 

 ご承知のように本事業は、知事の指定した計画地

域の中から実施体制の整った市町村が、事業計画書

を作成して、地方農政局との予備協議、本協議を経

て事業実施に移ることになっております。本年度の

予備協議に計画書を提出した市町村は、総社市、津

山市、津高町、御津町、邑久町、赤坂町、川上町、

久世町の８市町村でありましたが、途中において久

世町が実施体制が整わず、中断することになりまし

たので７の市町村で本年度は実施することとなりま

した。これらの市町村の中、畜産を基幹作目とする

ものは津山市と川上町でありますが、当初計画にお

いては、畜産を基幹作目とする希望のあるものがか

なりありました。しかしながら、基本構想について

協議を重ねていくうちに、規模の小さいもの、分散

的なもの等があって基幹作目から除外しました。本

年度新規実施地域をみますと、一般に構想としては

貧弱なものがまだかなりあります。特に農業の構造

を改善して行くのにふさわしい土地基盤の整備と、

経営近代化のための機械化、省力化にはかなり思い

切った構想が必要であります。 

 なお、本年度は継続地域として吉井町、新庄村、

山陽町、高松町、美星町、芳井町、賀陽町、成羽町

の７町村が第２年度事業を実施中です。 

 農業改善事業もすでに３年目を迎えていますが、

今までに感じたことは事業を実施する段階になって、

本事業の考え方が案外農家にＰ・Ｒされていないと

いう事例がたびたびあったことです。このようなこ

とをなくすために、本県においては新たに呼び計画

地域というものを設けることになり、牛窓町、長船

町、吉井町、清音村、足守町、笠岡市、矢掛町、里

庄町、高梁市、神郷町、新見市、勝山町、八束村、

加茂町、柵原町、勝北町、英田町の 17市町村が予備

計画地域に指定されました。この予備計画地域に指

定された市町村は１年間かかって事業の基本構想、

基幹作目、実施予定地区をまとめるとともに、実施

体制を整える諸準備をすることになっております。

そのような体制が整ってから計画地域として指定を

受け事業計画書を作成して農業構造改善事業を推進

することになります。 

 

 


